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24.1. Introduction

• 300年も前にニュートンは色素によるものでない，
構造色を知っていた。光学密度の違いによる薄
い板の積み重ねが引き起こす色である。

• 著名な構造色は虹色（iridescence）である。鳥の
羽根や昆虫の翅、貝の殻，花弁，鉱物，油球，
シャボン玉の例がある。

• クモの研究例は少ない（Foelix et al.2009; Ingram 
et al.2009, 2011; Parker and Hegedus 2003）. タラ
ンチュラとハエトリの二科の構造色に焦点を当て
てみる。



24.2. Structural Colors in Hairs of Theraphosid Spiders

タランチュラの飼育者はその輝かしい色に注目していた。
そのうちの２種がよく研究されている。



24.2.1. Ephebopus cyanognathus

[Blue fang tarantula]  in Brazil, Guyana and Suriname
弱いＬＥＤ光を当てると表面の光沢が深青色と紫色を帯びる



青色毛のＳＥＭ画像

その毛の断面

クチクラの層状
構造（その反射
光特性は次の
グラフで示す）





24.2.2. Poecilotheria metallica

• Gooty Sapphire Ornamental Tree Spider
• 「Gooty Sapphire」 from India 
• 全脚・触肢・上顎に「青色」（虹色）と「黄色」
（色合いを変える）の毛をもつ

• 24.2.2.1. Blue Hairs
• 24.2.2.2. Yellow Hairs





(a)(c) Blue Hairs

(b)(d) Yellow Hairs





24.3 Structural Colors in Scales of 
Jumping Spiders (Salticidae)

• Scales are defined as flattened hairs (setae) 
that have a pedicel bent near the socket, so 
that scale lies close and parallel to the surface 
cuticle (Hill  1979; Townsend and Felgenhauer 
1998). Although the size and shape of scales 
vary a great deal among the 5,000 species of 
salticids, they may be roughly grouped into  
three types: lanceolate, spatulate and 
lamelliform (Roth 1993)





(a) Maratus volans (b) Maratus splendus
(c) Detail from the lateral opisthosoma of 
M. splendus showing a band of red brush hairs, flanked on 
both sides by blue or green scales.





24.4 Iridescence in the Integument

• 上顎に派手な色彩をもつハエトリが多いが，
この構造色は毛によるものというよりはクチク
ラの表面構造によるものである。

• Phidippus regius♀の深緑色の上顎(a)やその
幼体の上顎の色（緑色から青色や紫色に変
化する）（ｂ），外皮表面が二層構造になって
いる（c）無染色，（ｄ）メチレンブルー染色。





24.5 Structural and Functional 
Considerations

• 24.5.1 Structural Variation
• タランチュラでは特殊化したhairが構造色をも
たらしていた。これらのhairは内部にナノメー
ターレベルの層状構造を持っていた。フツウ
クモ類ではhairではなく，scaleの型が構造色
をもたらしていた。表面での回折もあった。表
面回折はパーカーの光スイッチ説によるとカ
ンブリア紀から既にあったそうだが，クモでは
研究されていない。



24.5.2 Behavioral Significance

• クモの構造色の行動的な意義はなんだろうか
• 昼行性のハエトリに見られることから，オス間
威嚇誇示行動での役割が考えられる。体色
の重要性は証拠もある。

• 幼体と成体で面と向かった餌やヒトに顎等を
チラつかす行動は，オス間誇示でも見られた

• 解釈が困難なのはタランチュラは夜行性だと
いうことである。



24.6 Ｃｏｎｃｌｕｓｉｏｎｓ


